
155

石川　純治  先生　略歴／研究業績一覧

略　　歴
1948年8月20日生まれ

学歴
1974年  3 月 大阪市立大学商学部卒業

1977年  3 月 大阪大学大学院経済学研究科博士前期課程修了

1981年  3 月 大阪大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得退学

学位
博士（経済学）大阪大学、1993年

博士（商学）慶應義塾大学、2001年

職歴
1974年10月 公認会計士第2次試験合格、会計士監査業務に携わる（～1981年3月）

1981年  4 月 福岡大学商学部専任講師

1983年  4 月 同助教授

1985年10月 大阪市立大学商学部助教授

1990年10月 同教授

2003年  4 月～ 駒澤大学経済学部教授、大阪市立大学名誉教授

2007年～2016年 放送大学客員教授

非常勤講師（年度省略）：九州大学（大学院）、鹿児島大学、帝塚山学院大学、甲南大学、沖縄国際大学、

琉球大学（学部・大学院）、静岡県立大学（学部・大学院）、立教大学、早稲田大学、クイーンズ

ランド工科大学（客員教授）　ほか

その他
国家試験委員：公認会計士第2次試験委員（2000年～2002年）、税理士試験委員（2005年～2007年）

大学入試センター試験委員：教科科目第一委員会簿記・会計部会（副部会長、部会長、2004年4月～

2006年3月）、同第二委員会簿記・会計部会（部会長、2009年９月～2013年８月）
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研究業績

著書

『情報評価の基礎理論』中央経済社、1989年。

『経営情報と簿記システム－簿記の伝統と革新』森山書店、1999年、（4訂版）2004年。

（肖序訳／中国語版、立信会計出版社、上海、2000年）

『時価会計の基本問題－金融・証券経済の会計』中央経済社、2000年。

『キャッシュ・フロー簿記会計論－構造と形態』森山書店、1996年、（3訂版）2005年。

『変わる社会、変わる会計－激動の時代を読む』日本評論社、2006年。

『現代の会計』（齋藤正章氏と共著）放送大学教育振興会、2008年。

『変貌する現代会計－その形と方向』日本評論社、2008年。

『変わる会計、変わる日本経済－「情報会計」の時代』日本評論社、2010年。

『複式簿記のサイエンス－簿記とは何であり、何でありうるか』税務経理協会、2011年、（増補改定

版）2015年。

『新訂  社会のなかの会計』（齋藤正章氏と共著）放送大学教育振興会、2012年。

『揺れる現代会計－ハイブリッド構造とその矛盾』日本評論社、2014年。

『基礎学問としての会計学－構造・歴史・方法』中央経済社、2018年。

翻訳書

R.W. スケイペンス『管理会計の回顧と展望』（監訳）白桃書房、1992年。

B. ライアン他『会計学・財務論の研究方法』（共訳）同文舘出版、1995年。

論文

「会計測定の公理的構造」『大阪大学経済学』第27巻第4号、1978年3月。

「歴史的原価主義の公理的構造」『大阪大学経経済学』第28巻第1号、1978年6月。

「L.P. モデルによる間接費の配賦方法」『大阪大学経経済学』第28巻第4号、1979年3月。

「データベース・システムによる会計情報システムの設計（Ⅰ）（Ⅱ）」『大阪大学経済学』第29巻第2

号、第3・4号、1980年1月、3月。

「間接費配賦の数理モデル」『大阪大学経経済学』第30巻第4号、1981年3月。

「井尻理論における方法と対象」『會計』第119巻第4号、1981年4月。

「合理的選択と間接費の配賦」『会計および会計管理の研究』（木内佳市先生還暦記念論集）所収、同

文舘出版、1982年。

「会計の事象・関連モデル－データモデル論と会計－」『福岡大学商学論叢』第26巻第3・4号、1982

年3月。

「事象会計と複式原理」『福岡大学商学論叢』第27巻第1・2号、1982年11月。

「構造としての会計科学」『福岡大学商学論叢』第27巻第4号、1983年3月。

「3式簿記のロジック（Ⅰ）（Ⅱ）」『福岡大学商学論叢』第28巻第2号、第4号、1983年10月、1984年3月。

「3式簿記研究の一視点」『企業会計』第36巻第9号、1984年8月。

「利益計画と製造間接費の配賦」『福岡大学商学論叢』第29巻第2・3号、1984年11月。
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「不確実性における情報の価値」『福岡大学商学論叢』第29巻第4号、1985年3月。

「準不確実における情報の価値（上）（下）」『福岡大学商学論叢』第30巻第1号、第2号、1985年6月、

9月。

「機会損失と不確実性のコスト（上）（下）」『経営研究』（大阪市立大学）第36巻第5・6号合併号、第

37巻第1号、1986年1月、4月。

「情報システムとシグナルの価値（Ⅰ）」『福岡大学商学論叢』第30巻第3・4号、1986年3月、「情報

システムとシグナルの価値（Ⅱ）（Ⅲ）」「『経営研究』第37巻第4号、第37巻第1号、第5・6号合

併号、1986年11月、1987年1月。

「情報価値の基礎考察」「『経営研究』第38巻第1号、1987年4月。

「情報価値の意思決定論的基礎考察（一）（二・完）」『會計』第131巻第6号、第132巻第2号、1987年

6月、8月。

「覚書　情報入手のタイミングと情報の動的価値」「『経営研究』第38巻第4号、1987年10月。

「不確実性の共有と分散－共同誘因とリスク配分」「『経営研究』第38巻第5号、1987年12月。

「不確実性・情報・決定の評価に関する覚書」「『経営研究』第39巻第1号、1988年4月。

「不確実性評価の基礎（上） （下） 」『企業会計』第40巻第10号，第11号、1988年10月、11月。

「利速会計とは何か」『會計』第138巻第4号、1990年10月。

「原価主義会計の構造と形態」『経営研究』第42巻第5・6号、1992年1月。

「試算表等式論覚書（1）（2）」『経営研究』第43巻第5・6号、第44巻第1号、1993年1月、5月。

「損益計算とキャッシュ・フロー計算の簿記構造（1）（2）」『會計』第144巻第5号、第6号、1993年11月、

12月。

「原価・時価論争と資本循環シェーマ－異質な資本運動と会計評価問題－」『経営研究』第46巻第2

号、1995年8月。

「財産法・損益法と複式簿記」服部俊治・ 藤田昌也編『会計構造の諸問題』第4章所収、九州大学出

版会、1995年。

「キャッシュ・フロー計算と複式仕訳」『経営研究』第46巻第3号、1995年11月。

「『理論と実務の乖離』をめぐる論争」『企業会計』第47巻第12号、1995年12月。

「キャッシュ・フロー計算の展開表とギャップ分析」『JICPA ジャーナル』第8巻第3号、1996年2月。

「損益計算とキャッシュ・フロー計算の動的統合モデル－簿記的結合と会計的統合－」『経営研究』

第47巻第1号、1996年6月。

「企業会計システムの簿記論的基礎とその展開」『経営研究』第47巻第2号、1996年7月。

「キャッシュフローの動態分析に関する覚書」『経営研究』第47巻第3号、1996年11月。

「時価会計と損益計算－包括利益計算書を中心にして－」『経営研究』第48巻第1号、1997年5月。

「時価会計と “第2 の ”損益計算書構想－その意義と問題点－」『JICPA ジャーナル』No.507、第9巻

第10号 、1997年9月。

「利益の『リサイクル』とは何か－純利益とその他の包括利益の関係を中心にして－」『経営研究』第

48巻第3号、1997年11月。

「時価会計の基本問題」『会計理論学会年報』第12号、1998年9月。

「キャッシュフロー計算の複式簿記－基本財務表の要件によせて－」『會計』第153巻第1号、1998

年1月。

「金融商品に適用されうる資本維持概念について－その意義と問題点－」『産業経理』第57巻第4号、

1998年1月。

「キャッシュフロー革命と複式簿記」『日本簿記学会年報No.13』、1998年9月。
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「時価会計の基本問題－金融経済の会計学－」『会計理論学会年報No.12』、1998年10月。

「キャッシュフロー計算書の基本構造」『税経セミナー臨時増刊』、1999年1月。 

「原価主義会計とは何だったのか－財務業績報告の多元化のなかで－」『経営研究』第49巻第4号、

1999年2月。

「金融商品の時価評価と財務諸表論－その位置と再構成可能性－」『産業経理』第59巻第2号、1999

年7月。

「金融商品の時価評価の論拠を巡って（上） （中） （下）－その学説論的吟味－」、『経営研究』第50巻

第1・2号、第3号、第4号、1999年7月、11月、2000年2月。

「時価会計の経済的基礎－金融・証券経済の会計問題－」『企業会計』第51巻第12号、1999年11月。

「減損会計と利益計算の構造」『企業会計』第53巻第11号、2001年10月。

「複式簿記システムについて」（共著）『経済研究』（琉球大学法文学部）第62号、2001年9月。

「時価会計と資本利益計算の変容（上）（下）－社会科学としての時価会計－」『経営研究』第53巻第2

号、第3号、2002年7月、11月。

「割引現在価値と会計配分－資産化と利子配分－」『経営研究』第53巻第3号、2002年11月。

「時価会計と資本利益計算の変容」『会計理論学会年報No.16』、2002年9月。

「金融商品会計の理論的基礎」『企業会計』第54巻第12号、2002年11月。

「企業会計のハイブリッド構造」『會計』第163巻第1号、2002年12月。

「利益の概念と情報価値 ディスカッション・Ⅸa」斎藤静樹編著『会計基準の基礎概念』所収、中央

経済社、2002年11月。

「資産化と利子配分」『会計理論学会年報No.17』，2003年4月。

「手続校正、予測分離、そして複式簿記」『企業会計』第55巻第10号、2003年9月。

「年金会計の計算構造と企業会計の今日的変容」『駒澤大学経済学部研究紀要』第59号、2004年3月。

「企業会計の今日的変容」『三田商学研究』第47巻第1号、2004年4月。

「時価会計導入は日本経済を弱体化させるか」『経済セミナー』2004年5月号。

「企業会計の変容と企業会計原則の今日的課題」『會計』第166巻第3号・4号、2004年8月・9月。

「現代企業会計の全体的あり方－『配分』と『評価』の関係性を巡って－」『経済学論集』（駒澤大学）第

36巻第1号、2004年8月。

「年金会計と業績報告のハイブリッド構造」『会計理論学会年報No.18』、2004年9月。

「企業会計の今日的変容と全体整合性問題」『會計』第167巻第1号、2005年1月。

「社会のなかの会計－会計ビッグバンの政治経済学－」『駒澤大学経済学部研究紀要』第60号、2005

年3月。

「討議資料『財務会計の概念フレームワーク』の苦心と本音」『企業会計』第57巻第7号、2005年7月。

「日本版概念フレームワークの立脚点－4 つの基礎論的視点から－」『経済学論集』第37巻第2・3・

4合併号、2006年3月。

「日本版概念フレームワークの意義と論点」『会計理論学会年報No.20』、2006年9月。

「資金計算書の歴史的展開と数学的展開－その照応関係の一視点－」『経済学論集』第38巻第4号、

2007年3月。

「後入先出法はなぜ廃止か－ストック重視思考の一環として－」『企業会計』2009年1月号。

「続 社会のなかの会計－『会計時評』事始め－」『駒澤大学経済学部研究紀要』第64号、2009年3月。

「企業会計の変容をどう見る」『会計理論学会年報No24』、2010年9月。

「社会科学としての時価会計」『経済集志』（日本大学）81巻第3号、2011年10月。
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「資金計算書発展の論理構造」安藤英義・古賀智敏・田中健二責任編集『企業会計と法制度』第7章

所収、中央経済社、2011年。

「複式簿記の相対化－より原理的なものへ－」『税経通信』2012年1月号。

「『金融・開示・取引法』優位の現代会計－経済・会計・法の総体的視点」『企業会計』第64巻第2号、

2012年2月。

「複式簿記の見方・考え方・教え方（上）（下）－理論・歴史・教育の接合－」『経済学論集』第44巻第

1号、2号、2012年9月、12月。

「『計算のフレームワーク』と『情報のフレームワーク』『週刊経営財務』2012年12月3日号。

「情報開示、利益計算、包括利益（Ⅰ）－貸借対照表の現代的変容－」『経済学論集』第45巻第1号、

2013年9月。

「情報開示、利益計算、包括利益（Ⅱ）－『その他の包括利益』の出所と現代会計－」『経済学論集』第

45巻第2号、2013年12月。

「会計研究のあり方－プロフェッションとアカデミズム－」『経理研究』（中央大学経理研究所）第57

号、2014年3月。

「情報開示、利益計算、包括利益－『その他の包括利益』の出所と現代会計」『会計理論学会年報

No.28』、2014年9月。

「構造と歴史－会計史研究の一視点－」『会計史学会年報第33号』、2015年。

「純損益、包括利益、OCI の論点」『週刊経営財務』2015年2月2日号。

「経済世相と現代会計」『週刊経営財務』2015年6月29日号。

「アクルーアルと『利益の質』」『週刊経営財務』2015年8月31日。

「『事業活動の性質』と純損益／包括利益」『週刊経営財務』2015年10月19日号。

「『事業活動の性質』と資産分類／測定基礎」『週刊経営財務』2015年12月14日号。

「会計ビッグバンから『東京合意』へ」『企業会計』2016年1月号。

「東芝の債務超過回避と巨額子会社売却益－巧妙な買収スキームは何のため」『週刊経営財務』2016

年6月6日号。

「資産除去債務と減価償却－何が矛盾か、その出所は－」『週刊経営財務』2016年8月8日号。

「大世界史のなかの IFRS－新自由主義と IFRS」『週刊経営財務』2016年10月17日号。

「OCI現象と現代会計」『会計理論学会年報No.30』、2016年9月。

「資産除去債務と減価償却」『会計理論学会年報No.31』、2017年9月。

「事業活動の性質と純損益・包括利益」辻山栄子編著『財務会計の理論と制度』第2章所収、中央経

済社、2018年。

「PL脳は病なのか－ファイナンス思考と会計」『週刊経営財務』2018年12月24日号。

“A Theoretical Framework for Multiattribute Accounting”(with Yoshiaki Jinnai), 『福岡大学商学論叢』第

27 巻第3号、1983 年2月。

“A Decision Theoretical Inquiry into the Value of Information Systems”, Osaka City University Business 

Review,  No.1, 1987.

“The Cost of Choice and the Value of Information (1)(2)”, 「『経営研究』第41巻第1・2号、第3号、1990

年6月、9月。

“Fair Value Accounting and Income Determination”, Osaka City University Business Review,  No.10, 1999.

“‘Relevant’Indirect Method for Cash Flow Statement: Its Pedagogical and Practical Advantages” (with Yuji 

Ijiri), Osaka City University Business Review, No.11,2000.
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「企業金融資産評価与市価法」（翟林喩氏と共著）『財形研究』（The Study of Finance and Economics，

上海財経大学）、第26巻第8期、2000年8月。

“A Recording System for Cash Flows Reporting: A Requirement for the Primary Financial Statement” 
Osaka City University Business Review No.12, 2001.

“Balance Sheet and Change Sheet: Genaralizing the Cash-Flow Direct and Indirect Method to all Balance 

Sheet Accounts” (with Yuji Ijiri) Osaka City University Business Review  No.13, 2002.

“A social science of contemporary value-based accounting: economic foundations of accounting for 

financial instruments”, Critical Perspectives on Accounting 16 ,2005.

連載

「現代会計を読み解く」『経済セミナー』、第1回～第11回（2007年4月～2008年2月）。

「現代会計時評」『週刊経営財務』、第1回～第15回（2009年1月～12月、2010年7月、2012年6月、

7月）。

「複式簿記のサイエンスを求めて」『税経通信』第1回～第15回（2009年10月～2010年12 月）。

研究ノート

「R.S. カップラン『上級管理会計』解説（1）（2）」『経営研究』第37巻第2号、第38巻第2号、1986年7月、

1987年6月。　

「婁爾行と中国会計研究の歩み」『経営研究』第49巻第3号、1998年11月。

「笠井理論の学説論的意義－有価証券の時価評価と保有損益の論拠を巡って－」『三田商学研究』第

42巻第4号、1999年10月。

「井尻講演『変遷75年の米国会計基準とその環境』の論点」『経済学論集』第35巻第2号、2003年9月。

「会計基準の整合性分析をめぐって」『経済学論集』第42巻第2号、2010年12月。
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